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　ジェンドリンの哲学は、「暗黙なるもの（the　Implicit）」
の哲学と言われている。
　「暗黙なるもの」そう聞くと「無意識」という言葉を
連想する方もおられるかもしれない。哲学好きの方なら、
マイケル・ポランニィの「暗黙知（tacit　knowing）」と
いう言葉を連想される方もおられるかもしれない。
　ジェンドリンの言う「暗黙なるもの」、ジ・インプリ
シットはもちろんこのいずれでもない。それは、心理
療法に特有の狭い意味での心理学的な概念や人格理論
の構成概念ではない。それは、広い意味での生命進化
を可能たらしめる基礎概念を提供するものであり、私
たち人類が、現在直面している閉塞状況を一つ一つて
いねいに乗り越えていくためにいかなる試みが必要か
を示唆してくれる概念でもある。
　ジェンドリン哲学の射程は、このように、心理療法
という限定をはるかに超えて、生命そして人類の進化、
さらにそのために必要な文化、政治、宗教、教育といっ
た諸領域において求められる思考の特質を提示しよう
とするものである。ジェンドリン哲学は、したがって、
言葉の正しい意味での「革命の哲学」である。生命や
人類の進化という広大なスケールの思索を展開しなが
ら、そのために私たち一人ひとりが自分なりの挑戦を
試みることを可能にしてくれるような、新しい形の
「思考哲学」でもあり「実践哲学」である。
　「暗黙なるもの」。しかしそれは私たちが、次のよう
な場面で日常生活のふとした折に触れることができる
ものでもある。
　それはたとえば、二人の会話が途切れたとき、そこ
にある漠然とした流れ。そこにある沈黙←・・・から
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言葉やイメージの種になるものが生まれてくる、その、
沈黙の背景に横たわるもの。
　あるいはたとえば、ある人が何かに裏切られ、職を
失い、呆然と立ちつくすとき、そこにたしかに残り、
漂い、まだ明確にはならないけれど、もしかするとそ
こからその人がどのように生きていけばよいのかを少
しずつ導いてくれるかもしれない漠たる予感や方向感
覚を与えてくれるもの。
　「沈黙なるもの」。それはまた、たとえば、私たちが
研究や思索上の難問に直面し、さまざまな概念のシャ
ワーに身をさらすとき、そこに背景として絶えず存在
し、漂い、解決へと向かう方向感覚をもたらしてくれ
るものでもある。
　私たちが、人生の難問と格闘し一歩前進しうるとき、
私たちが、研究上の問題に取り組み続け一歩前に進める
とき、そこに共通するのはこの「暗黙なるもの」とのか
かわりである。そしてそれが大きなスパンで見れば、人
類のさらなる進化をもたらす決め手となるとジェンドリ
ンは考える。
　ジェンドリンの哲学全体の基本的な概念をいくつか
列挙しておこう。
　imply：暗黙の含意
　occurring　into　lmplying：暗黙の含意へと生起すること
　interaction　first：まず相互作用ありき
　evev　（everything　by　everything）　：
　　　　　　　　すべてはすべてと相互影響している
　focaling：焦点化
　registry：登録
　こうした独特の概念をつむぎ併せていくかのように
して，ジェンドリンは生命とその進化についての新た
な地図を書き上げていく
　ここでは最重要概念と思われるoccurring　into
Implyingについてのみ触れておこう。おなかをすかせ
た動物がここにいるとしよう。空腹状態は食べること
をインプライし（暗黙のうちに含意しており）、食べ物
をインプライしている。食べ物が遠くにある場合、競
争をインプライしている。そればかりではない。空腹
は、消化すること、排泄すること、排泄物を土に埋め
るために穴を掘ること、そしてまた再び空腹になるで
あろうこと・…空腹状態は、こうしたすべてのことを
インプライ（暗黙のうちに含意）しているのである。
このように動物は、環境の全体的なつながりをインプ
ライしている。
　たとえば、動物が音を聞くとする。その音を聞く、
という一つの感覚の中には、多くの状況や行動一走る
場所、敵の種類、注意深く歩くべきであること、音を
立てずに歩いた方が良さそうなこと、もしかすると敵
と闘うことになりうること・…こうしたことのすべて
を空腹の感覚はインプライしている。そして実際に何
かが起こったとき（たとえば突然えさが手に入ったと
き）、それはインプライングそのものを変化させていく
のである。それが起こらなければインプライングは変
化しない。このようにして、ものごとはすべてインプ
ライング（暗黙の含意）へと生起するのであり、イン
プライングによって行動は導かれていくのである。
